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（１月13日・スポーツ総合センター）
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市民を守る決意新たに消防出初式

特集 阿南市成人式
夢に向かってはばたけ　新成人！
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平
成
最
後
と
な
る
「
平
成
31
年
阿
南
市
成
人
式
」
が
、
１
月
13

日
、
ス
ポ
ー
ツ
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
該
当
者
８
０
６
人
の

う
ち
６
２
７
人
（
男
２
９
９
人
、
女
３
２
８
人
）
が
出
席
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
夢
に
向
け
大
人
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
式

典
で
岩
浅
市
長
は
、「
皆
さ
ん
の
前
に
は
大
き
な
未
来
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
阿
南
市
で
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
人

生
を
堂
々
と
歩
ん
で
ほ
し
い
」
と
激
励
。
新
成
人
を
代
表
し
て
兼

上
奈
々
さ
ん
（
長
生
町
）
が
、「
阿
南
市
を
魅
力
的
な
ま
ち
に
す

る
こ
と
が
私
た
ち
の
使
命
で
す
。
今
日
の
気
持
ち
を
忘
れ
る
こ
と

な
く
、
努
力
し
続
け
ま
す
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

憧れられる
人になる

田中　風花さん
（上大野町）

平井　賢汰さん
（那賀川町）

畠山　香さん
（那賀川町）

自立した
社会人になる

みんなを笑顔にできる
人になる

夢に向かって
はばたけ　新成人！

二
十
歳
の
想
い
（
成
人
式
実
行
委
員
の
皆
さ
ん
）

平成31年阿南市成人式
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松本　蒼葉子さん
（宝田町）

坂野　陽一さん
（羽ノ浦町）

兼上　奈々さん
（長生町）

櫻田　雄一さん
（羽ノ浦町）

岸本　みなみさん
（那賀川町）

行動力のある
大人になる

今の自分より
強い人になりたい

みんなから尊敬される
大人になる

人の役にたつものを
作りたい

すてきな
看護師になる



徳
島
県
知
事
表
彰

▼
曾
我
井
建
作
・
橋
本
考
史
（
以

上
富
岡
分
団
）
▼
杉
山
武
利
（
中

野
島
分
団
）
▼
米
田
章
法
（
宝
田

分
団
）
▼
清　

利
彦
（
長
生
分

団
）
▼
森　

和
也
・
尾
崎
秀
樹

（
以
上
大
野
分
団
）
▼
岡
田
朋
典
・

　

浩
司
（
以
上
加
茂
谷
分
団
）

▼
前
田
健
一
・
山
崎　

一
（
以
上

見
能
林
分
団
）
▼
垣
内
博
之
（
桑

野
分
団
）
▼
松
田
裕
史
・
大
西
正

章
（
以
上
新
野
分
団
）
▼
猿
瀧
章

浩
（
福
井
分
団
）
▼
棚
橋
利
治

（
椿
分
団
）
▼
山
田
浩
司
・
武
田

圭
司
（
以
上
那
賀
川
分
団
）
▼
武

田　

進
・
岡
本
裕
之
（
以
上
羽
ノ

浦
分
団
）
▼
山
田　

徹
（
消
防
本

部
）徳

島
県
消
防
協
会
長
表
彰

（
功
績
章
）

▼
岡　
一
（
富
岡
分
団
）
▼
棚
野

哲
二
（
中
野
島
分
団
）
▼
米
田
章

法
（
宝
田
分
団
）
▼
米
田　

徹
・

清　

利
彦
（
以
上
長
生
分
団
）
▼

堺　

和
義
・
長
池
茂
人
（
以
上
大

野
分
団
）
▼
佐
々
和
美
（
加
茂
谷

分
団
）
▼
槇
野
哲
也
（
見
能
林
分

団
）
▼
稲
本
広
樹
（
桑
野
分
団
）

▼
西
中
敬
治
・
谷
口
文
昭
（
以
上

新
野
分
団
）
▼
井
坂
浩
一
（
福
井

分
団
）
▼
坂
本
惠
宏
（
椿
分
団
）

▼
井
原
英
樹
（
那
賀
川
分
団
）
▼

岡
本
裕
之
・
遠
藤
秀
和
（
以
上
羽

ノ
浦
分
団
）

（
精
績
章
）

▼
魁
生
彰
弘
・
浅
川
博
生
・
小
川　

強
（
以
上
富
岡
分
団
）
▼
小
笠
一

博
・
吉
成
修
一
（
以
上
中
野
島
分

団
）
▼
豊
田　

進
・
瀬
川
敦
司
・

吉
田
和
仁
（
以
上
長
生
分
団
）
▼

清
原
敏
裕
・
坂
本
哲
也
（
以
上
大

野
分
団
）
▼
福
井
勝
也
・

山
誉

司
・
中
野　

武
（
以
上
加
茂
谷
分

団
）
▼
森
野　

剛
・
青
木
信
宏
・

橋
本
正
美
（
以
上
見
能
林
分
団
）

▼
吉
岡
仁
志
・
垣
内
博
之
・
亀
井

正
義
（
以
上
桑
野
分
団
）
▼
古
屋

雅
敏
・
八
木
正
彦
・
中
野　

勉

（
以
上
新
野
分
団
）
▼
髙
鶴
昇
志
・

井
坂
浩
一
（
以
上
福
井
分
団
）
▼

寺
内
和
人
・
田
井
正
人
・
神
野
房

弘
（
以
上
椿
分
団
）
▼
福
本　

修
・
尾
畑
典
昭
・
中
村　

均
（
以

上
那
賀
川
分
団
）
▼
後
藤
健
司
・

井
上
徳
一
（
以
上
羽
ノ
浦
分
団
）

阿
南
市
消
防
長
表
彰

▼
田
中
秀
典
・
新
居
正
裕
・
森
本　

太
・
宮
井
征
昭
・
表
原
賢
人
・
川

上
哲
也
・
中
川
満
広
・
白
浜
元
清

（
以
上
富
岡
分
団
）
▼
西
野
修
平
・

中
岡
真
規
（
以
上
中
野
島
分
団
）

▼
桑
村
健
二
（
宝
田
分
団
）
▼
吉

田
諭
史
・
久
積
崇
広
・
吉
田
輝
明

（
以
上
長
生
分
団
）
▼
竹
治
将
臣

（
大
野
分
団
）
▼
阿
竹
賢
尚
・
山

下
晴
己
・
大
岡
浩
章
・
井
澤　

徹
・
阿
部　

宏
（
以
上
加
茂
谷
分

団
）
▼
山
田
和
男
・
横
手
和
彦
・

尾
﨑
帯
刀
・
伊
勢
千
広
・
四
宮
兵

庫
・
山
本
大
志
・
川
畑
達
郎
（
以

上
見
能
林
分
団
）
▼
小
池
隆
海
・

日
下
貴
誉
・
中
西
貴
宣
・
山
本
宜

弘
・
岸
野
正
和
・
岡
部
勇
輝
・
廣

瀬
匡
彦
（
以
上
橘
分
団
）
▼
江
口

幸
嗣
・
吉
田
和
弘
・
久
慈
守
彦

（
以
上
桑
野
分
団
）
▼
岩
田
芳
明
・

川
崎
達
也
・
福
持
公
策
・
森　

慎

太
郎
（
以
上
新
野
分
団
）
▼
江
本

光
晴
・
長
坂
浩
一
・
伊
勢
拓
也

（
以
上
椿
分
団
）
▼
柴
田
昌
明
・

清
野
哲
司
・
向
井
田
拓
哉
・
杉
野　

学
・
長
町
昌
一
・
西
岡
宏
記
・
福

住
成
樹
（
以
上
那
賀
川
分
団
）
▼

安
達
修
久
・
井
本
明
利
・
島
野
澄

英
・
福
島
健
太
（
以
上
羽
ノ
浦
分

団
）阿

南
市
消
防
団
長
表
彰

（
功
績
章
）

▼
日
下　

洋
・
森　

弘
幸
・
谷　

建
太
朗
・
阿
部　

宏
・
大
越
陽

介
・
岩
佐
耕
作
（
以
上
加
茂
谷
分

団
）
▼
汐
﨑
満
文
・
泉　

和
博
・

尾
田
康
明
・
武
田
健
斗
・
武
市
篤

浩
・
厚
田
遠
一
郎
（
以
上
宝
田
分

団
）
▼
井
出
貴
志
・
渡
辺
敏
郎
・

大
岡
孝
二
郎
・
河
野
友
和
・
山
下

晴
己
（
以
上
加
茂
谷
分
団
）

（
精
績
章
）

　
阿
南
市
消
防
団
は
地
域
の
防
災
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、地
域
貢
献
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
精
神
で
幅
広
く
活
動
し
て
お
り
、

災
害
時
の
消
防
活
動
や
平
常
時
の
訓

練
、
点
検
を
精
一
杯
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
姿
は
地
域
の
多
く
の
方
に
頼
り
に

さ
れ
る
存
在
で
す
（
１
月
１
日
現
在
の

消
防
団
員
数
は
１
４
６
０
人
）。

　
１
月
６
日
、
阿
南
市
消
防
出
初
式
が

夢
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
約
５
０
０
人
の

消
防
団
員
・
消
防
職
員
が
市
民
の
安
全

と
安
心
を
守
る
決
意
を
新
た
に
し
ま
し

た
。
ま
た
消
防
活
動
に
お
い
て
功
績
を

残
さ
れ
た
方
々
に
表
彰
状
と
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ま

を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

市民を守る決意新たに

消防出初式

広報あ な ん 2019.02　4



▼
藤
井
文
宏
（
富
岡
分
団
）
▼
松

田
大
翼
・
神
元
優
一
（
以
上
長
生

分
団
）
▼
卯
城
敬
市
・
山
端
恭

平
・
中
島
範
之
（
以
上
大
野
分

団
）
▼
柴
田　

学
・
林　

和
幸
・

大
西
駿
吾
・
北
内
貴
也
（
以
上
加

茂
谷
分
団
）
▼
瀧
本
裕
之
・
堺　

靖
明
・
大
西
雅
彦
・
島
尾
遼
太

郎
・
髙
見
進
矢
（
以
上
見
能
林
分

団
）
▼
姫
路
周
二
・
岡
部
達
典

（
以
上
橘
分
団
）
▼
柳
田
拓
磨
（
桑

野
分
団
）
▼
久
米
和
彦
・
朝
海
卓

也
（
以
上
新
野
分
団
）
▼
黒
川　

進
・
国
尾
匡
射
（
以
上
福
井
分

団
）
▼
井
村
大
智
・
竹
内
基
貴
・

太
居
英
征
・
田
村
辰
也
・
川
西　

忍
（
以
上
椿
分
団
）
▼
後
野
秀

幸
・
江
口
幸
次
・
賀
川
敏
史
・
小

畠　

薫
・
多
田
佳
紀
・
福
岡
晃
司

（
以
上
那
賀
川
分
団
）
▼
四
宮
基

光
・
川
原
慎
介
・
二
階
万
貴
人
・

定
本
純
一
・
岩
原
真
一
・
佐
坂
淳

史
・
上
田
剛
久
（
以
上
羽
ノ
浦
分

団
）徳

島
県
消
防
協
会
長
感
謝
状

（
内
助
功
績
）

▼
阿
部
史
子
・
白
濱
恵
子
（
以
上

富
岡
分
団
）
▼
泉　

清
（
中
野
島

分
団
）
▼
近
藤
佐
誉
子
（
大
野
分

団
）
▼
吉
岡　

薫
・
森
野
洋
子
・

町
田
美
和
子（
以
上
加
茂
谷
分
団
）

▼
中
川
真
由
美
・
杉
本
京
子
（
以

上
見
能
林
分
団
）
▼
湯
村
千
惠
子

（
橘
分
団
）
▼
村
上
敏
子
・
紅
露

詩
子
・
原
田
三
枝
子
・
南　

房
子

（
以
上
桑
野
分
団
）
▼
岡
川
久
美

子
・
新
居　

香
・
富
田
美
佐
子

（
以
上
新
野
分
団
）
▼
助
田　

幸
・

小
浜
か
お
り
（
以
上
椿
分
団
）
▼

西
森
由
理
・
中
島
か
お
り
・
太
田

広
子
（
以
上
那
賀
川
分
団
）
▼
池

添
知
子
・
尾
崎
純
子
（
以
上
羽
ノ

浦
分
団
）

阿
南
市
長
感
謝
状

（
内
助
功
績
）

▼
曾
我
井
美
和
・
直
江
佳
代
（
以

上
富
岡
分
団
）
▼
瀬
川
か
お
り
・

神
元
明
代
（
以
上
長
生
分
団
）
▼

松
浦
千
恵
・
大
山
早
苗
・
原
田
喜

久
代
（
以
上
大
野
分
団
）
▼
谷　

真
理
・
湯
浅
公
美
子
・
原　

早
苗

（
以
上
加
茂
谷
分
団
）
▼
長
尾
藤

江
・
青
木
佐
和
子
（
以
上
見
能
林

分
団
）
▼
中
西
理
香
・
吉
原
由
美

子
（
以
上
橘
分
団
）
▼
佐
野
美
喜

代
（
桑
野
分
団
）
▼
竹
井
正
二
・

井
上　

恵
・
谷
口
由
美
子
・
尾
田

正
枝
（
以
上
新
野
分
団
）
▼
小
川

栄
子
・
福
井
和
子
・
江
上
恵
子

（
以
上
椿
分
団
）
▼
橋
本
紀
子
・

小
濱
世
津
子
・
武
田
澄
子
・
福
本　

節
（
以
上
那
賀
川
分
団
）
▼
湯
浅

暁
美
・
岩
﨑
恭
子
・
布
川
裕
子
・

稲
垣
恵
実
子（
以
上
羽
ノ
浦
分
団
）

（
親
子
三
代
消
防
団
員
）

▼
久
積
直
人
・
久
積
信
吾
・
岡
久

消防団員募集中！
消防団には地域の皆さんの力が必要です。
防災体制の充実・強化にご協力ください。
入団条件
・阿南市内に居住、または勤務している方
・郷土愛に溢れボランティア精神の旺盛な方
・入団時の年齢が18歳以上45歳未満の方で

消防団活動に支障のない方
問い合わせは　警防課（☎22－3796）へ

勝
洋
（
以
上
長
生
分
団
）
▼
横
坂

幸
憲
・
服
部　

勝
（
以
上
大
野
分

団
）
▼
松
﨑
昭
寿
・
森
野
匡
也
・

岡
本
直
仁
・
湯
浅
大
吾
・
湯
浅
翔

太
・
湯
浅
貴
裕
・
湯
浅
幹
根
・
大

西
駿
吾
・
柳
澤　

学
・
中
田
健
太

郎
（
以
上
加
茂
谷
分
団
）

（
人
命
救
助
功
労
者
）

▼
竹
治
和
弘
（
羽
ノ
浦
町
）
▼
阿

南
自
動
車
学
校
職
員
一
同
（
西
路

見
町
）

阿
南
警
察
署
長
感
謝
状

（
防
犯
功
労
）

▼
椿
分
団
▼
那
賀
川
分
団

阿
南
市
消
防
団
長
感
謝
状

（
年
間
無
火
災
）

▼
大
野
分
団
▼
加
茂
谷
分
団

機能性を高め、オレンジ色の
配色を増やして、夜間活動時
などの視認性および注目度を
高めた仕様になりました。

阿南市消防団の
活動服を更新
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阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

　

今
年
、
元
日
時
点
の
新
成
人
は
全
国
で
１
２
５
万

人
（
男
性
64
万
人
、
女
性
61
万
人
）
と
、
２
年
ぶ
り

に
増
加
し
ま
し
た
が
、
１
９
６
８
年
に
全
国
統
計
を

始
め
て
か
ら
最
も
多
か
っ
た
１
９
７
０
年
の
２
４

６
万
人
の
約
半
分
、
総
人
口
に
占
め
る
割
合
も
０
・

99
％
と
９
年
連
続
で
１
％
を
割
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

３
年
後
の
２
０
２
２
年
度
か
ら
、
成
人
の
年
齢
が

18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
が
、
65
歳
以
上
の
高
齢

者
が
現
在
約
３
５
０
０
万
人
い
る
事
を
考
え
ま
す
と
、

少
子
化
の
現
実
が
重
く
の
し
か
か
っ
て
き
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
去
る
１
月
13
日
、
平
成
31
年
阿
南
市

成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
市
民
会
館
が
休
館
の
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ

総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
の
天
気

や
駐
車
場
の
問
題
等
心
配
な
点
も
あ
り
ま
し
た
が
、

実
に
整
然
と
し
て
立
派
な
式
典
と
な
り
ま
し
た
。
来

賓
の
方
々
か
ら
も
「
新
成
人
は
礼
儀
正
し
く
本
当
に

素
晴
ら
し
い
」
と
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

彼
ら
を
育
て
て
い
た
だ
い
た
保
護
者
の
方
々
や
恩
師

の
教
え
の
賜
物
だ
と
感
じ
る
、
厳
粛
で
思
い
出
に
残

る
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
成
人
が
生
ま
れ
た
平
成
10
年
は
、
本
州
と
淡
路

島
を
結
ぶ
徳
島
県
民
の
悲
願
で
あ
っ
た
明
石
海
峡
大

橋
が
開
通
し
た
年
で
し
た
。
全
長
３
，
９
１
１

メ
ー
ト
ル
。
当
初
は
強
風
や
早
い
潮
流
、
軟
弱
な

地
盤
な
ど
厳
し
い
自
然
条
件
か
ら
、
実
現
不
可
能

と
も
言
わ
れ
た
大
橋
が
、
約
10
年
の
難
工
事
を
経

て
見
事
に
完
成
し
ま
し
た
。
今
年
の
新
成
人
は
、

こ
れ
か
ら
の
人
生
、
い
か
な
る
困
難
に
も
立
ち
向

か
い
、
歩
を
進
め
て
い
く
力
強
い
星
の
下
に
生
ま

れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
は
彼
ら
に
、
２
０
１
５
年
に
ノ
ー
ベ
ル
生
理

学
・
医
学
賞
を
受
賞
し
た
大
村　

智
先
生
の
言
葉

を
紹
介
し
ま
し
た
。
先
生
は
、
山
梨
県
北
巨
摩
郡

神
山
村
（
今
の
韮
崎
市
）
の
農
家
に
、
５
人
兄
弟

の
２
番
目
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
家
業
の
農
業

に
従
事
し
て
い
た
た
め
、
高
校
卒
業
ま
で
勉
強
は

ほ
と
ん
ど
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
山
梨
大
学
卒

業
後
、
定
時
制
高
校
の
教
師
と
し
て
５
年
間
勤
務
。

そ
こ
で
学
業
に
熱
心
に
励
む
高
校
生
に
心
打
た
れ
、

東
京
理
科
大
学
等
の
研
究
室
に
進
み
、
努
力
を
続

け
た
学
者
で
す
が
、「
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
も
ら
っ
た

人
は
日
本
に
25
人
（
当
時
）
い
る
が
、
多
く
は
田

舎
で
子
ど
も
時
代
を
過
ご
し
て
い
る
。
子
ど
も
を

本
当
に
し
っ
か
り
育
て
る
に
は
田
舎
の
方
が
良

い
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。
阿
南
は
田
舎
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
そ
れ
だ
け
に
新
成
人
に
は
大
き
な
可

能
性
が
あ
る
ん
だ
と
自
信
を
持
っ
て
欲
し
い
と
激

励
し
ま
し
た
。
阿
南
の
新
成
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
夢

を
か
な
え
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
く
り
も
の

阿
南
市
へ

●
防
犯
街
路
灯
20
灯

四
国
電
力
株
式
会
社　

阿
南
営

業
所
様
か
ら
「
よ
ん
で
ん
グ
ル

ー
プ
ふ
れ
あ
い
月
間
」
行
事
の

一
環
と
し
て
、
明
る
く
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

橘
公
民
館
へ

●
４
Ｋ
液
晶
テ
レ
ビ
１
台
、

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
ス
タ
ン
ド
１
台

新
日
本
電
工
株
式
会
社　

徳
島

工
場
様
か
ら
公
民
館
活
動
充
実

の
た
め

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

臨
時
的
任
用
職
員

（
ご
み
収
集
作
業
）を
募
集

　

平
成
31
年
度
に
環
境
管
理
事
務

所
に
お
い
て
、
臨
時
的
に
任
用
す

る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
平
成
13
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方

採
用
予
定
人
員　
７
人
程
度

賃
金　
日
額
９
５
０
０
円

勤
務
時
間　
原
則
と
し
て
月
曜
日

～
金
曜
日
の
午
前
７
時
30
分
～
午

後
４
時
15
分

応
募
方
法　
履
歴
書
（
市
販
の
も

の
に
自
筆
、
写
真
貼
付
）
を
人
事

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
募
集

案
内
は
、
応
募
期
間
中
に
人
事
課

で
配
布
し
ま
す
。

応
募
期
間　
２
月
５
日
㈫
～
27
日

㈬
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
（
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
）

選
考
方
法　
面
接
お
よ
び
体
力
テ

ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

選
考
日　
３
月
１
日
㈮

※
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
等
は
目

的
以
外
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
は　
人
事
課
（
☎
22

－

１
１
１
２
）
へ

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る
情
報
伝
達

試
験（
第
４
回
）を
実
施

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）
を
利
用
し
た
全
国
一

斉
情
報
伝
達
試
験
（
第
４
回
）
が
、

次
の
日
程
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
こ
れ
に
併
せ
て
、

防
災
行
政
無
線
と
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
の
自
主
放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
の

試
験
放
送
お
よ
び
登
録
制
メ
ー
ル

に
よ
る
試
験
配
信
を
行
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

日
時　
２
月
20
日
㈬　

午
前
11
時

頃※
気
象
・
地
震
活
動
の
状
況
等
に

よ
っ
て
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

危
機
管
理
課

（
☎
22

－

９
１
９
１
）
へ

～ 

阿
南
の
新
成
人
は
素
晴
ら
し
い
!! 

～
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阿
南
市
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
に
勤
務
す
る
女
性
支

援
相
談
員（
嘱
託
職
員
）を
募
集

応
募
資
格　
次
の
①
～
③
の
い
ず

れ
に
も
該
当
す
る
者
。

①
次
の
ア
～
ウ
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。
ア
大
学

等
に
お
い
て
心
理
学
、
社
会
福
祉
、

教
育
学
、
も
し
く
は
社
会
学
を
専

修
す
る
学
科
ま
た
は
こ
れ
ら
に
相

当
す
る
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た

者
イ
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
の
実
務

経
験
を
有
す
る
者
ウ
相
談
員
と
し

て
必
要
な
学
識
経
験
を
有
す
る
者

②
普
通
自
動
車
免
許
を
有
す
る
者

③
パ
ソ
コ
ン
に
よ
り
文
章
の
作
成

が
で
き
る
者

募
集
人
員　
２
人
以
内

採
用　
４
月
１
日
か
ら
１
年
間

応
募
方
法　
①
自
筆
履
歴
書
②
運

転
免
許
証
の
写
し
③
大
学
等
を
卒

業
し
た
方
も
し
く
は
認
定
資
格
を

お
持
ち
の
方
は
、
修
了
証
書
の
写

し
も
し
く
は
資
格
証
の
写
し
を
人

権
・
男
女
参
画
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

応
募
期
間　
２
月
４
日
㈪
～
12
日

㈫
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
（
土
、
日
、
祝
日
除
く
）

試
験
内
容　
面
接
試
験

試
験
日　
２
月
24
日
㈰

問
い
合
わ
せ
は　
人
権
・
男
女
参

画
課
（
☎
22

－

７
４
０
１
）
へ

20
歳
に
な
っ
た
ら

「
国
民
年
金
」

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
保

障
だ
け
で
な
く
、
万
が
一
、
病
気

や
け
が
で
障
が
い
が
残
っ
た
と
き

や
、
一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ

た
と
き
な
ど
、
あ
な
た
や
あ
な
た

の
家
族
を
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
加
入
の
届
出
や
保
険

料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
年
金
が

受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
あ
の
時
に
…
」
と
後
悔
す
る
前

に
、
国
民
年
金
の
手
続
き
を
お
忘

れ
な
く
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22

－

１
１
１
８
）
へ

「明谷梅林まつり」を開催

第27回 阿南市活竹祭を開催

県南で最も大規模な梅の
名所です。
約4,000本の梅の花をご
覧ください。
期間　２月17日㈰～
　　　３月20日㈬   
開園式　２月17日㈰　10:00～
　　　　もち投げ、梅干しの種飛ばし大会
駐車場　梅林売店前の無料駐車場をご利用ください。
※台数に限りあり。
※沿道への駐車はご遠慮ください。

問い合わせは　商工観光労政課（☎22−3290）へ

産業の発展・振興や地域
全体の活性化をめざして

「活竹祭」を開催します。
当日は特産品の販売やス
テージイベントなどでお
楽しみください。
日時　２月24日㈰　9:00～15:00
場所　阿南市役所
内容　特産品まつり、各種体験コーナー、ステージ

イベント等
※くわしくは、市ホームページをご覧ください。
問い合わせは　阿南市活竹祭実行委員会事務局

（商工観光労政課内☎22−3290）へ

場所　あなんスマート・ワークオフィス（那賀川町上福井南川渕 14 番地１　科学センター敷地内）
受講料　無料　　　	 対象者　阿南市在住または市内企業（学校）に勤務（通学）されている方
募集人数　各回10人　	 持参物　筆記用具
申込方法　商工観光労政課にお電話、または市ホームページから申請書をダウンロードして、ファクスまたはメー

ルでお申込みください。（申込者多数の場合は先着順とします）
※くわしくは市ホームページをごらんください。
問い合わせは　商工観光労政課（☎22－3290・FAX22－0075）へ

第４回　文書の書き方・まとめ方講座 ２月26日㈫　13:00～15:30　　申込締切日　２月21日㈭

　読み手に対して分かりやすい文章の書き方やまとめ方、伝えるべき情報の整理の仕方、文章の構成の方法などを学びます。

第３回　コンテンツ制作の基礎講座 ２月19日㈫　13:00～15:30　　申込締切日　２月14日㈭

　インターネット上での制作に必要な基礎的なルールから、ホームページやSNS などそれぞれに適した文章の作り方まで
を学びます。

平成30年度阿南市サテライトオフィス推進事業　テレワーカー育成講座
あなんスマート・ワークオフィスでテレワーク業務に必要なスキルを学びませんか。
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かもだ岬温泉保養施設感謝イベント
～温泉で心もからだもぽっかぽか～

第６回阿南市生物多様性フォーラム ～生きものと暮らすまちづくり～

防災公園の避難場所の高さについて

平成31年度　けんなん
ニューファーマー育成講座

新規就農希望者、新規就農者を対象とした営農基本研
修を実施します。
対象　おおむね45歳未満の方で、阿南市または那賀

町で就農を考えている方や就農５年以内の方で
営農に必要な基礎的知識・技術を習得したいと
考えている方

期間　６月～平成32年２月まで
場所　徳島県南部総合県民局、JA アグリあなん会議

室および現地施設など
内容　▶基礎コース（月２回10:00～16:00）
　　　▶実践コース（品目を限定し専門的技術の実習）
申込み・問い合わせは　農林水産課（☎22−1598）
または阿南農業支援センター（南部総合県民局☎24
−4184）、JA アグリあなん（☎26−1813）、那賀町
農業振興課（☎0884−62−3776）へ

徳島かんきつアカデミー
受講生募集

次のとおり、徳島かんきつアカデミー受講生を募集し
ます。独立就農をめざす中核的人材育成コースと特定
の技術の習得をめざす特定技術力向上コースの２コー
スがあります。　
募集期間　２月20日㈬まで
研修期間　▶中核的人材育成コース　原則１年間

▶特定技術力向上コース　選択科目ごとに
数日程度

受講料　▶中核的人材育成コース　7,320円
　　　　▶特定技術力向上コース　無料
※テキスト代、傷害保険料、免許取得に必要な費用は、

実費負担になります。
募集人数　両コース合わせて15人程度
問い合わせは　徳島県立農林水産総合技術支援センタ

ー経営推進課担い手支援担当（☎088
−621−2422）へ

日時　２月11日㈷　12:30～15:00
場所　かもだ岬温泉保養施設　　　
内容　①お楽しみ抽選会　先着50人
　　　②健康講話「目指そう！生涯現役の元

げん

気
き

人
びと

!!」
　　　③セルフリンパケア教室
　　　　講師　西條接骨院　院長　西條誠人さん
※くわしくは、市ホームページをごらんください。

★26日㈫は風呂（ふろ）の日です。
一般入浴料が半額に！ぜひご利用ください。

【２月の休館日】４日㈪、12日㈫、18日㈪、25日㈪
問い合わせは　かもだ岬温泉保養施設（☎21－3030）
または商工観光労政課（☎22－3290）へ

阿南の豊かな自然を守りつつ活用し、阿南市が活性化されることを目的として「生物多様性あなん戦略（仮称）」策
定をめざしています。すでに戦略を策定し、地域づくりに活用している先進地事例について学びます。多数のご参加
お待ちしています。
日時　２月９日㈯　13:00～16:00
場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール（富岡町北通33番地１）
内容【第１部】基調講演　演題　「トキをシンボルとした生物多様性戦略の実現に向けて」

講師　佐渡市農林水産課　渡辺竜五さん
演題　「グリーンインフラによる次世代のまちづくり」　
講師　環境省那覇自然環境事務所　岩浅有記さん

【第２部】阿南市生物多様性地域戦略策定に向けて
【第３部】会場全体ワークショップ「生きものを活かした阿南の未来づくり」

※入場無料
主催　阿南市、阿南工業高等専門学校　　　問い合わせは　環境保全課（☎22−3413）へ

本市では、橘地区、ゆたか野地区および津乃峰地区の
３地区の防災公園が既に完成し、現在は、富岡東部地
区で整備を進めています。
これらの防災公園の避難場所の高さについては、現在
の科学的知見を基に、「発生頻度は極めて低いものの、
あらゆる可能性を考慮した最大クラスの津波が、悪条
件下において起こった場合」の想定値に余裕高を加え
た高さとなっていますので、津波発生時等には、安全
に避難していただけると考えています。
また平時には、散策や憩いの場としてご利用していた
だくほか、地域の防災訓練などにもご活用ください。

問い合わせは　公園緑地課（☎22−9293）へ

講師　渡辺竜五さん
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NEW

～あなんの女性の新しい働き方へ～
ワークショップ参加者募集

あなんテレワーク推進センター
イベント情報

「ネピアあななんティシュ５コパック」

子育て・介護で外に出ていけない。そんなふうに悩んで
いる方、時間や場所にとらわれないテレワークという働
き方をご存知ですか。
阿南市では女性活躍を支援するため、「あなんテレワー
ク推進センター」を平成29年6月にオープンし、同年10
月に女性テレワーカー1期生10人、平成30年10月に２
期生10人の計20人を養成、既に在宅ワークで活躍され
ています。在宅での働き方にご興味をもたれた方は、ワ
ークショップへのご参加をお待ちしています。
ワークショップでは、在宅での仕事の始め方や女性テレ
ワーカーの体験談を聞くこともでき、テレワークについ
ての悩みや質問にもお答えします。お子さま連れ、幅広
い年代の方、大歓迎です。気兼ねなくみんなでワイワイ
話しませんか。

日時　２月15日㈮
　　　10:00～12:00
場所　あなんテレワーク推進

センター（牛岐城趾公
園管理事務所２階）

※お車でお越しの際は、市役
所駐車場をご利用ください。

対象　市内在住の女性
定員　10人（先着順）
参加費　無料
申込方法　住所、氏名、年齢、

電話番号、お子さ
ま連れの場合はお子さまの年齢を記入の上、
電話またはファクスでお申し込みください。

申込締切日　２月13日㈬
※いただいた個人情報は目的以外に使用しません。

申込み・問い合わせは
男女共同参画室（☎22−7401・FAX22−4785）へ

●フリマアプリを始めよう！
※１月と同じ内容です。誰でも簡単に出品・購入！
ダウンロードから基本的な使い方までお伝えします。
日時　２月６日㈬　10:30～12:00
持参物　スマートフォンかタブレット
●ペーパーレスで効率アップ！
仕事や家事の効率アップ、お片付けにも役立ちます。
書類整理をして新年度を迎えましょう。
日時　２月22日㈮　10:30～12:00
持参物　パソコン（２台までレンタル PC がありま

す。要申込）
〈共通事項〉
対象・定員　市内在住の女性、各８人程度
場所　あなんテレワーク推進センター
　　　（牛岐城趾公園管理事務所２階） 
※お車でお越しの際は、市役所駐車場をご利用ください。
申込方法　電話、ファクスまたはメールで、氏名、

年齢、電話番号、希望日、お子さま連れ
の場合はお子さまの年齢、２月22日の
イベントではレンタルパソコンが必要な
方はその旨をご記入の上、お申し込みく
ださい。

参加費　無料
申込み・問い合わせは　あなんテレワーク推進セン

ター（テレワークひろば）（☎・FAX24−8009）へ
　 ※月、水、金曜日（祝日除く）10:00～15:00
　 e-mail:anan@child-rin-tokushima.com

阿南市と王子ネピア株式会社とのコラボ商品「ネピアあななんティシュ」が完
成し、２月に発売されます！この取組は、「ネピア阿南ブランド化推進事業お
よび社会貢献事業に関する協定」と「まちづくりに関する覚書」に基づくもので、
市制施行60周年を記念して企画されました。生活のおともに「あななん」を！
阿南市内での売上金の一部は、子どもたちの健全育成に役立てられます。

問い合わせは　企画政策課（☎22−3429）へ

新作
市制60周年記念

販売場所　阿南市物産館（ＪＲ阿南駅南隣）
　　　　　阿南市内のスーパーや量販店等
　　　　　※取扱店に限ります。
販売価格　オープン価格

２月発売予定！
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533

「
還
暦
少
女
よ
り
」

し
て
く
れ
た
お
世
話
人
の
存
在

が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
半
年
以

上
も
前
か
ら
所
在
の
確
認
、
お

知
ら
せ
の
発
送
、
会
場
交
渉
、

出
欠
確
認
な
ど
を
丁
寧
に
し
て

く
れ
て
、
当
日
の
会
場
で
は
満

足
に
席
に
着
く
こ
と
も
な
く
段

取
り
を
進
め
て
く
れ
て
い
る
姿

に
頭
が
下
が
り
ま
し
た
。
み
ん

な
を
そ
っ
と
ま
と
め
て
く
れ
る

人
が
い
て
こ
そ
、
古
里
は
生
き

生
き
と
し
た
い
い
所
に
な
り
ま

す
。
い
つ
ま
で
も
そ
う
あ
っ
て

ほ
し
い
と
願
う

の
は
絶
対
の
安

全
が
約
束
さ
れ

な
い
今
だ
か
ら

こ
そ
、
一
層
強

く
思
う
の
で
し

ょ
う
か
。

　

今
、
私
は
こ

の
住
み
や
す
い

阿
南
で
、
古
里
よ
り
10
年
長
く

暮
ら
し
て
い
ま
す
。
職
場
や
地

域
の
無
償
の
お
世
話
人
さ
ん
に

恵
ま
れ
て
穏
や
か
な
毎
日
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の
町
が
、
子
や

孫
た
ち
に
と
っ
て
の
「
古
里
」

に
な
り
、
ず
っ
と
「
い
い
所
」

で
あ
る
よ
う
に
と
還
暦
バ
ァ
バ

は
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

　

次
は
、
羽
ノ
浦
町
の
秦
野　

誠
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
々
凡
々
と
生
き
て
き
た
私
に

も
還
暦
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
お

か
げ
を
も
っ
て
、
め
で
た
く
も
恙つ

つ
が

な
く
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

す
。
や
っ

と
、
大
人

の
仲
間
入

り
で
し
ょ

う
か
。
少

し
の
魅
力

が
大
き
な

迫
力
に
変

化
は
し
ま

し
た
が
、
我
な
が
ら
味
の
あ
る
バ

ァ
バ
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
ど
還
暦
同
窓
会
が
、
中

学
時
代
の
旧
友
の
お
世
話
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
豊ほ

う

麗れ
い

線
に
彩
ら
れ

た
旧
友
と
あ
だ
名
で
呼
び
合
い
、

恩
師
の
方
々
と
膝
を
突
き
合
わ
せ

て
、
日
和
佐
の
子
に
返
り
、
半
世

紀
を
飛
び
越
え
た
笑
い
話
に
涙
す

る
時
間
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

こ
う
し
て
集
え
た
の
も
、
尽
力

羽ノ浦町
鈴江 文子さん

12月定例会（12月20日開催）で、次の内容に
ついて審議し、承認されました。

教育委員会定例会だより

●教育長報告
　①阿南市議会会派議員名簿・委員会組織等について
　②12月議会　代表・一般質問の主な内容と答弁について
　③「学校業務支援システムの共同化」について
　④全国学力・学習状況調査の傾向と対策について
　⑤幼稚園の再編（幼保一元化）について
●園医の委嘱について
●学校医の委嘱について
※定例会の日時は、市ホームページでお知らせしています。
　くわしくはお問い合わせください。
問い合わせは　教育総務課（☎22−3299）へ

夜間の交通事故防止
夜間に自動車を運転する際、ヘッドライトを常にロー
ビームにしていませんか。歩行者をいち早く発見するた
めにはハイビームが有効です。車両対向時を除いてはハ
イビームを使用し、交通事故防止に努めましょう。
また、徒歩や自転車で夜間外出する際は、反射たすきを
身に付けるなどドライバーから発見されやすいようにし
て、交通事故に遭わないようにしましょう。
問い合わせは　阿南警察署（☎22−0110）へ

阿南警察署だより

あぶない ! こんなに事故が
交通事故

件　　数
死　　者
負 傷 者

208件（2,495）
0人（       2）
21人（   270）

救　　急 件　　数
搬送人員

300件（3,370）
285人（3,238）

火　　災 件　　数
損 害 額

1件（29）
0千円（138,772千円）

●阿南署管内平成30年12月分合計。カッコ内は平成30年の合計。
　損害額は未確定分を含んでいません。

サンアリーナ温水プール
子ども講座参加者募集

第６回阿南市
人権教育・啓発市民講座

日時　２月19日㈫　14:00～15:30
場所　文化会館１階　視聴覚室
演題　「男らしく、女らしくより、自分らしく生きる」　
　　～ひとりひとりの性を尊重して～
講師　阿南市人権教育・啓発講師団講師　清水展人さん
※託児あり。２月12日㈫までにお申し込みください。
※お車でお越しの方は、乗り合わせにご協力ください。
問い合わせは　人権・男女参画課（☎22−3094）へ

平成31年４月からの参加者受付を下記のとおり行います。
申込み多数の場合は抽選となります。
参加資格　５歳（４月から年長組）～小学生
募集人数　▶４月から入会　約70人
　　　　　▶キャンセル待ち　各クラス20人
講座日程　火～金曜日　17:00～17:50
　　　　　木曜日　15:40～16:30
　　　　　土・日曜日　11:00～11:50
　　　　　土曜日　16:00～16:50
※木曜日、土曜日は２クラスあります。
参加費　月４回　幼児　2,000円　小学生　3,200円
　　　　月８回　小学生　5,600円
申込方法　３月10日㈰14:00～スポーツ総合センターサブ

アリーナにお越しの上、お申し込みください。
問い合わせは　サンアリーナ温水プール（☎22−8733）へ
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セ
ン
タ
ー

科
学

か
ん
た
ん
！
わ
く
わ
く
工
作

「
く
る
く
る
タ
ネ
コ
プ
タ
ー
を
作
ろ
う
」

（
無
料
・
申
込
不
要
）

　

幼
児
か
ら
参
加
で
き
る
楽
し
い
工
作
を
行
い

ま
す
！ 

日
時　
２
月
11
日
㈷

午
前
の
部　

10
時
～
11
時
40
分

午
後
の
部　

１
時
30
分
～
３
時
30
分

内
容　
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の

よ
う
に
く
る
く
る
回
っ
て
、

ゆ
っ
く
り
落
ち
て
く
る
お

も
ち
ゃ
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

光 ２月の催しのまちステーションプラザ

■みんなで集マルシェ　16日㈯　10:30～15:00
ステーションプラザに普段は置いていない特別な商品を販
売します。なかなか出会えない珍しい商品も!?
■展示コーナー　10:00～20:00

※各展示とも最終日の終了時間は15:00
○ちりめん大好き　五人展　～11日㈷
○トールペイントの作品展　13日㈬～24日㈰
　※13日㈬は12:00～
○延カズエ喜寿記念パッチワークキルト展
　26日㈫～3月10日㈰　※26日㈫は13:00～
■体験コーナー

○阿波踊り竹人形をつくりましょう
　２日㈯　13:00～15:00【申込締切日】１日㈮　
　【参加費】男女人形２体　500円　【定員】５人
　【持参物】なし
○クラフトペイントおひなさま
　24日㈰　13:00～15:30　【申込締切日】22日㈮
　【定員】５人　【参加費】1,080円
　【持参物】エプロン

阿波踊り活竹人形作り、星形あんどん作り常時開催中！
問い合わせは　光のまちステーションプラザ

（☎24−3141）へ

お
も
し
ろ
科
学
実
験
（
無
料
・
申
込
不
要
）

　

毎
回
テ
ー
マ
を
変
え
、
小
学
生
か
ら
楽
し
め

る
科
学
実
験
シ
ョ
ー
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
程　
毎
週
土
、
日
曜
日　

午
前
11
時
～
11
時

30
分
、
午
後
２
時
20
分
～
２
時
50
分

※
実
験
テ
ー
マ
の
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
（
無
料
）

　

毎
週
土
、
日
曜
日
の
午
後
１
時
30
分
～
、
３

時
～
の
２
回
実
施
。
投
映
時
間
は
約
30
分
。

２
月
の
テ
ー
マ
「
今
夜
の
星
空
と
彗
星
の
お
話
」

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

２
月
の
休
館
日　

４
日
㈪
、
12
日
㈫
、
18
日
㈪
、
25
日
㈪

演奏会スペシャルゲストと
して甲斐靖文先生 (作曲編
曲家、明治大学マンドリン
倶楽部音楽監督) をお迎え
します。レパートリーの広
さと迫力が売りの明治大学マンドリン倶楽部の演奏と、
羽ノ浦中学校マンドリン部との共演による、マンドリ
ン音楽の世界をお楽しみください。
日時　３月２日㈯　18:30 開演（18:00開場）
場所　コスモホール（情報文化センター）
入場料　【全席自由】 2,500円 （当日は500円増し）
　　　　※未就学児の入場はご遠慮ください。
チケット販売場所　情報文化センター、文化会館、徳
島新聞社事業部（各販売店でも取次します）、平惣（阿
南センター店・羽ノ浦店・小松島店・徳島店）
問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

「和楽器をテーマにした作品と
連携してコンサートを楽しも
う！」山崎直子さんが宇宙に持
っていった「宇宙箏」の兄弟や、
和楽器をテーマにした写真、絵
手紙などの公募作品をロビーに
展示し、ホールのスクリーンで
も紹介します。ペットボトルのふたを使った尺八作り
の体験コーナーもあります。
日時　３月10日㈰　

コンサート　13:30開演（13:00開場）
展示・体験　12:30～16:00

場所　コスモホール（情報文化センター）
入場料（コンサート）【全席自由】1,500円
※当日は500円増し　※高校生以下は無料
チケット販売場所　情報文化センター、文化会館、徳
島新聞社事業部（各販売店でも取次します）、平惣（阿
南センター店、羽ノ浦店、小松島店、徳島店）
問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

■	邦楽への招待Vol.19
　 「和楽器＼(^o^)／日本人だぞ！」

■	明治大学マンドリン倶楽部演奏会

日時　２月23日㈯　14:30開演
場所　文化会館　視聴覚室
出演　
森　光平（ピアノ）
桜田　悟（ヴァイオリン）
芝崎紘生（チェロ）
入場料　700円（当日 800円）　

ペアチケット1,300円（前売りのみ）
※３歳以下は無料

チケット販売場所　文化会館、市民会館、情報文化セ
ンター、平惣（阿南センター店、徳島店）、黒崎楽器（阿
南店、徳島本店）、アピカ
問い合わせは　文化会館「こどものための音楽会」係

（☎23－5599）へ

■	こどものための音楽会
　 シリーズ１０（ピアノトリオ）
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阿南市や地域の出来事を
いち早くチェック！

市ホームページからご覧いただけます。
http://www.city.anan.tokushima.jp/

阿南市フェイスブック

市内29事業者でつくる一般社団法人「国際野球観光交
流協会」が、観光事業に関するプロジェクト会議を12
月19日、ホテルサンオーシャンで開催しました。本プ
ロジェクトは、地域事業者が連携し、「野球のまち」事
業などで、まちの産業発展や観光推進を図るもの。同協
会代表理事の四宮　仁さんは、「異業種・多業種で知恵
を出し合って新事業を創出し、まちを盛り上げていきた
い」と意気込みを語りました。

地域事業者が連携　プロジェクト始動

仲間とともに生きがいづくり、介護予防につなげ
るグループ「あななんサロン」の交流会が12月4
日、文化会館で開催され、112人が参加しました。
参加者は徳島ヴォルティスコーチ指導によるいす
やボールを使った簡単な運動を通して交流を深め
ました。参加した原田君子さん（福井町・90歳）
は「これからも社会に出て、さまざまな方と交流
を深めたいです」と話していました。

もっと元気に　あななんサロンが交流

クリスマスを彩る光の祭典「ルミナスタウンプロジェク
ト2018」が12月23日から25日にかけて開催されました

（阿南光のまちづくり協議会主催）。牛岐城趾公園には、
ＬＥＤのビッグクリスマスツリーが幻想的な光を放ち、
公園をクリスマス一色に染めていました。また光で飾ら
れた特設ステージでは、演奏やダンスなどが披露され、
イベントを盛り上げました。

輝くツリー　光の祭典華やかに

明るく住みよいまちづくりをテーマに「第22回
阿南市人権フェスティバル」が12月９日、文化
会館と富岡公民館で開催され、約1,000人が来場
しました。記念行事では、俳優の原田大二郎さん

（北條民雄文学賞選考委員）と森 水菜さん（同文
学賞大賞受賞者、熊本県在住）のトークセッショ
ンが行われました。車いすで生活している森さん
は、思春期の頃は車いすが恥ずかしくて電車に乗
れなかったりしましたが、今では何事も前向きに
楽しんでいることを話しました。また、熊本地震

住みよいまちをめざして
市人権フェスティバルを開催

の経験にも触れ、震災時・後には困っている障がい者がいることをもっと知ってほしいと伝えました。引き
続き行われた原田さんの講演では、ご子息がいじめを受けた体験から、相手のことを考えることがいじめを
なくす１番の方法だと話しました。会場では人権啓発標語・ポスター・作文の表彰式や那賀川中学校生徒に
よるお茶席なども行われました。
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四国霊場22番札所・平等寺が、さい銭をスマートフ
ォンで決済するサービスを12月25日に始めました。
スマホアプリ「Amazon Pay」「ｄ払い」を利用。さ
い銭箱付近に設置されたタブレット端末に金額を入力
し、表示されたＱＲコードを自身のスマホで読み込ま
せれば電子決済が完了。平等寺副住職の谷口真梁さん
は、「現金の持ちあわせがなくても、気軽にお寺参り
をしてほしい」と話していました。

さい銭もキャッシュレス

トイレを清潔に保つことで、児童の学習環境を向上し
ようと、12月１日、富岡小学校のトイレを約30人の
ボランティアや児童保護者が清掃しました（阿南掃除
に学ぶ会主催）。また、長谷信夫さん（富岡町）が洋
式トイレ1基を寄贈し、２年生の女子トイレに設置し
ました。参加した同校ＰＴＡ会長の星場俊之さんは、

「トイレがきれいな校舎で、児童には勉学に励んでほ
しい」と話していました。

学習環境向上はトイレから

郷土の偉人の業績を学ぶ「阿南市の先覚者たち」の出前
授業を行っています。12月５日、桑野小学校の５・６
年生を対象に岩佐勝江さん（横見町）が講師となり、徳
島県選出で日本初の女性国会議員となった紅露みつさん
について学びました。講師の岩佐さんは、「23年間にわ
たり国会で活躍し、老人福祉法や母子保健法などの成立
に尽力した紅露さんは、桑野町の誇りです」と伝えまし
た。

郷土の偉人を学ぶ　出前授業実施

劇団夢創の第19回公演「HEISEI LAST CHRISTMAS サ
ンタクロースって本当にいるの？」が、12月23日、24
日に文化会館で上演されました。今回の公演はクリスマ
ス・ミュージカル。文化会館に足を踏み入れた瞬間から、
わくわくするような舞台装飾が来場者を迎え、出演者は
ダンスや演劇を織り交ぜて、見ているだけで楽しくなる
たくさんのクリスマスソングを届けました。

心踊る　劇団夢創のクリスマスショー

木の良さや木材利用の意義を学ぶ「木育」を推進するた
め、「木育広場」が12月14日、市庁舎１階こども課前に
設置されました。木のフローリングの上に、子どもが２、
３人入れる大きさの木球プール、木の香りやぬくもりを
感じる積み木やドミノが置かれ、子どもたちに遊んでい
ただけます。県内自治体庁舎での設置は初めてです。

木のぬくもりを感じて　市庁舎に木育広場
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【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】

▼
中
学
男
子　

柴　

誠
太
郎
・
山

本
賢
太
郎
（
那
賀
川
）
▼
中
学
女

子　

福
島
李
音
・
南
部
志
帆
（
福

井
）
▼
一
般
男
子
Ａ　

工
藤
智

志
・
校
條
大
成
（
富
岡
東
高
）
▼

一
般
男
子
Ｂ　

丹
羽
尭
也
・
陶
久

光
聖
（
阿
南
工
業
高
）
▼
一
般
女

子
Ａ　

松
田
菜
穂
・
合
田
ち
ひ
ろ

（
富
岡
東
高
）
▼
一
般
女
子
Ｂ　

吉
佐
緋
菜
乃
・
福
田
理
愛
（
富
岡

東
高
）

【
硬
式
テ
ニ
ス
】

▼
シ
ニ
ア　

片
山
天
四
郎
・
井
澤　

智
・
宮
繁
正
志
・
玉
岡
泰
子
・
細

川
素
子
・
村
田
良
子
・
下
村
弘
美

（
ボ
タ
ン
チ
ー
ム
）
▼
ダ
ブ
ル
ス

ベ
テ
ラ
ン
女
子　

中
飯
カ
ツ
恵

（
天
羽
ク
リ
ニ
ッ
ク
）・
増
田
道
代

（
ブ
レ
イ
ク
ポ
イ
ン
ト
）
▼
同
ベ

テ
ラ
ン
男
子　

吉
広
昌
則
・
横
手　

勲
（
シ
オ
ン
）
▼
同
一
般
男
子　

田
中
利
彦
・
菅
生
陵
馬
（
日
亜
化

学
工
業
）
▼
シ
ン
グ
ル
ス
中
学
生　

寺
崎
呼
人
（
阿
南
一
）
▼
同
小
学

５
・
６
年
生　

宮
本
陽
菜
（
富

岡
）
▼
同
小
学
４
年
生
以
下　
　

宮
本
悠
花
（
富
岡
）
▼
ク
ラ
ブ
対

抗　

八
毛
良
介
・
平
松
信
人
・
堺　

和
広
・
浜
内
拓
哉
・
前
田
浩
彰
・

四
宮
幾
久
・
天
野
亜
由
美
・
工
藤

未
来
（
天
羽
ク
リ
ニ
ッ
ク
２
）
▼

シ
ン
グ
ル
ス
ベ
テ
ラ
ン
女
子　

山

村
恵
美
（
吉
野
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
）

▼
同
一
般
男
子　

石
倉　

駿
（
徳

島
大
学
）
▼
同
40
歳
以
上
男
子　

河
野　

勉
（
ガ
ー
デ
ン
）
▼
同
50

歳
以
上
男
子　

高
岸
時
夫
（
阿
南

高
専
）
▼
同
60
歳
以
上
男
子　

芝

田　

章
（
フ
リ
ー
）

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】

▼
男
子
ダ
ブ
ル
ス
一
部　

森
本
龍

彦
・
山
田
喜
久
（
日
亜
化
学
工

業
）
▼
同
二
部　

井
形
友
蔵
・
髙

井
龍
馬
（
阿
南
高
専
）
▼
同
三
部　

森
野
純
一
郎
・
中
摩
龍
之
輔
（
阿

南
高
専
）
▼
女
子
ダ
ブ
ル
ス
一
部　

杉
山
菜
緒
・
山
岡
琴
海
（
桑
野
体

協
）
▼
同
二
部　

中
川
茉
南
（
小

松
島
西
高
）・
姥
木
結
衣
（
羽
ノ

浦
中
）
▼
同
三
部　

濱
野
未
望
・

野
村
紗
矢
香
（
富
岡
東
高
）
▼
男

子
シ
ン
グ
ル
ス
一
部　

竹
治
宏
将

（
日
亜
化
学
工
業
）
▼
同
二
部　

森
野
純
一
郎
（
阿
南
高
専
）
▼
同

三
部　

三
木
悠
馬
（
富
岡
西
高
）

▼
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
二
部　

吉
見

優
花
（
ラ
リ
ー
ラ
ッ
シ
ュ
）
▼
同

三
部　

光
井
翔
子
（
富
岡
西
高
）

【
水
泳
】

自
由
形　
▼
小
学
１
～
３
年
男
子

25
ｍ　

神
崎
創
至
（
見
能
林
）
▼

同
女
子
25
ｍ　

福
井
有
未
子（
椿
）

▼
同
男
子
50
ｍ　

岩
浅　

郷
（
富

岡
）
▼
同
女
子
50
ｍ　

福
井
有
未

子
（
椿
）
▼
小
学
４
～
６
年
男
子

25
ｍ　

吉
積
周
作
（
富
岡
）
▼
同

女
子
25
ｍ　

竹
内
桜
杏
（
見
能

林
）

▼
同
男
子
50
ｍ　

吉
積
周
作
（
富

岡
）
▼
同
女
子
50
ｍ　

竹
内
桜
杏

（
見
能
林
）
▼
中
学
男
子
50
ｍ　

佐
藤
紫
遥
（
阿
南
）
▼
同
女
子
50

ｍ　

立
石
友
莉
亜
（
那
賀
川
）
▼

一
般
34
歳
以
内
男
子
50
ｍ　

木
下

明
彦
（
富
岡
町
）
▼
同
女
子
50
ｍ　

谷
口
美
保
（
小
松
島
市
）
▼
同
男

子
１
０
０
ｍ　

木
下
明
彦
（
富
岡

町
）
▼
一
般
35
歳
以
上
男
子
25
ｍ　

島
田　

充
（
阿
南
水
連
）
▼
一
般

60
歳
以
上
男
子
25
ｍ　

喜
多
啓
吉

（
富
岡
町
）
▼
一
般
70
歳
以
上
男

子
25
ｍ　

田
上
博
英
（
畭
町
）

平
泳
ぎ　
▼
小
学
１
～
３
年
男
子

25
ｍ　

吉
積
昻
作
（
富
岡
）
▼
同

女
子
25
ｍ　

祖
父
江
愛
子
（
富

岡
）
▼
同
男
子
50
ｍ　

川
野
稜
樹

（
今
津
）
▼
同
女
子
50
ｍ　

大
平

珠
愛
（
吉
井
）
▼
小
学
４
～
６
年

男
子
25
ｍ　

炭
谷
柊
吏
（
見
能

林
）
▼
同
女
子
25
ｍ　

篠
原　

凛

（
見
能
林
）
▼
同
男
子
50
ｍ　

表

原
璽
瑛
（
富
岡
）
▼
同
女
子
50
ｍ　

山
口
叶
音
（
見
能
林
）
▼
中
学
男

子
50
ｍ　

炭
谷
吏
皇
（
阿
南
）
▼

一
般
60
歳
以
上
男
子
25
ｍ　

喜
多

啓
吉
（
富
岡
町
）

背
泳
ぎ　
▼
小
学
１
～
３
年
男
子

25
ｍ　

平
野　

絆
（
羽
ノ
浦
）
▼

同
女
子
25
ｍ　

品
川
実
杜
（
富

岡
）
▼
小
学
４
～
６
年
男
子
25
ｍ　

近
藤
志
音
（
富
岡
）
▼
同
女
子
25

ｍ　

徳
永
海
希
（
羽
ノ
浦
）
▼
同

男
子
50
ｍ　

近
藤
志
音
（
富
岡
）

▼
同
女
子
50
ｍ　

徳
永
海
希
（
羽

ノ
浦
）
▼
一
般
60
歳
以
上
男
子
25

ｍ　

大
津
行
春
（
阿
南
水
連
）

バ
タ
フ
ラ
イ　
▼
小
学
１
～
３
年

男
子
25
ｍ　

平
野　

絆
（
羽
ノ

浦
）
▼
同
女
子
25
ｍ　

梅
垣
日
南

子
（
平
島
）
▼
小
学
４
～
６
年
男

子
25
ｍ　

篠
原
壱
星
（
見
能
林
）

▼
同
女
子
25
ｍ　

山
口
叶
音
（
見

能
林
）
▼
中
学
女
子
50
ｍ　

立
石

友
莉
亜
（
那
賀
川
）
▼
高
校
男
子

50
ｍ　

立
石
迅
一
郎
（
徳
島
科
学

技
術
高
）

個
人
メ
ド
レ
ー　
▼
小
学
４
～
６

年
男
子
１
０
０
ｍ　

表
原
璽
瑛

（
富
岡
）
▼
同
女
子
１
０
０
ｍ　

春
木
美
羽
（
見
能
林
）
▼
一
般
34

歳
以
内
女
子
１
０
０
ｍ　

谷
口
美

保
（
小
松
島
市
）
▼
中
学
男
子
２

０
０
ｍ　

炭
谷
吏
皇
（
阿
南
）
▼

同
女
子
２
０
０
ｍ　

大
久
保
琉
風

（
阿
南
）
▼
高
校
男
子
２
０
０
ｍ　

立
石
迅
一
郎
（
徳
島
科
学
技
術
高
）

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】

▼
一
般
男
子
チ
ー
ム
の
部

四
電
Ａ
Ｐ
Ｓ

　
昨
年
、
８
月
19
日
に
開
幕
し
ま
し
た
「
平
成
30
年
度
阿
南
市
体
育
祭
」
は
、
12
月
16
日
を
も
っ
て

全
日
程（
22
競
技
）が
終
了
し
ま
し
た
。
約
２
５
０
０
人
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、

20
競
技
に
お
け
る
優
秀
者
お
よ
び
優
秀
団
体
が
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
の
で
発
表
し
ま
す
。

（　
）
内
は
所
属
・
敬
称
略

平
成
30
年
度
阿
南
市
体
育
祭

優
秀
者
・
優
秀
団
体
発
表
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【
剣
道
】

▼
小
学
校
団
体
低
学
年　

阿
南
少

年
剣
道
教
室
Ａ
▼
同
高
学
年　

那

賀
川
剣
道
教
室
わ
か
あ
ゆ
会
Ａ
▼

小
学
校
個
人
３
年
生
以
下　

髙
瀬

智
菜
（
新
野
少
年
剣
道
教
室
）
▼

同
４
年
生
以
上　

黒
崎
蒼
太
（
那

賀
川
剣
道
教
室
わ
か
あ
ゆ
会
）
▼

中
学
校
団
体
男
子　

那
賀
川
Ｂ
▼

同
女
子　

那
賀
川
Ａ
▼
中
学
校
個

人
男
子　

細
川
賢
真
（
羽
ノ
浦
）

▼
同
女
子　

武
藏
小
春
（
那
賀

川
）

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

▼
男
子
の
部　

那
賀
川
体
育
協
会

▼
女
子
の
部　

富
岡
体
育
協
会

【
相
撲
】

▼
小
学
生
団
体
男
子　

富
岡
小
学

校
Ａ
▼
同
女
子　

富
岡
小
学
校
Ａ

▼
小
学
生
個
人
４
年
男
子　

形
部

八
雲
（
津
乃
峰
）
▼
同
女
子　

吉

谷
思
唯
（
見
能
林
）
▼
小
学
生
個

人
５
年
男
子　

富
田
大
駕
（
大

野
）
▼
同
女
子　

西
崎　

桜
（
富

岡
）
▼
小
学
生
個
人
６
年
男
子　

齋
藤
煌
介
（
富
岡
）
▼
同
女
子　

佐
川
晏
菜
（
今
津
）
▼
中
学
生
個

人
女
子　

田
中
寿
乃
（
板
野
）
▼

中
学
生
総
合　

相
田
和
哉
（
高

浦
）

【
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
】

▼
団
体　

鍛
冶
が
峰

【
柔
道
】

▼
小
学
三
年
の
部　

原
田
裕
士

（
敬
修
館
道
場
）
▼
同
五
年
の
部　

井
上
直
哉
（
阿
南
市
柔
道
教
室
）

▼
同
六
年
の
部　

松
川
莉
子
（
阿

南
市
柔
道
教
室
）
▼
中
学
男
子
の

部　

長
瀬
拳
吾
（
阿
南
）
▼
中
学

女
子
の
部　

森　

実
冬
（
羽
ノ

浦
）
▼
高
校
男
子　

日
下
郁
海

（
富
岡
西
）
▼
高
校
女
子　

浜
崎

萌
花
（
富
岡
西
）
▼
団
体
中
学
男

子　

阿
南
中
Ａ
▼
団
体
高
校
男
子　

富
岡
西
▼
同
女
子　

富
岡
西

【
軟
式
野
球
】

▼
一
般　
　

長
生
体
育
協
会

　

最
優
秀
選
手　

安
田
諭
史

▼
壮
年　

見
能
林
体
育
協
会

　

最
優
秀
選
手　

小
舟
正
則

【
卓
球
】

▼
男
子
団
体　
み
や
い
卓
球
ク
ラ
ブ

▼
女
子
団
体　

加
茂
谷
体
協
Ａ

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
】

▼
小
松
島
ク
ラ
ブ

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
】

▼
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク　

小
林
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「テレワーク」って知ってる？

「TELE ＝離れたところで」「WORK ＝働く」

インターネットなどの ICT（情報通信技術）を活用し
て、本来勤務する場所から離れ、自宅などで仕事をす
ることです。子育てや介護で働き方へのニーズも多様
化する中、場所や時間を有効に活用できる働き方です。
阿南市では、女性の活躍推進に向けて、子育てや介護
をしながら仕事と両立できる多様な働き方として、テ
レワークを推進しています。
一度「あなんテレワーク推進センター（テレワークひ
ろば）」に来てみませんか？
問い合わせは　あなんテレワーク推進センター

　（テレワークひろば）
開館日　月・水・金　10:00〜15:00
　　　　（祝日・年末年始を除く）
　　　　☎・FAX　24−8009

「これもＤＶ」って知ってる？
単にＤＶは身体的暴力（殴ったり蹴ったり）だけでは
ないのです。

【対象となる暴力】
・身体的暴力（殴ったり蹴ったりするなど、直接何ら

かの力を行使するもの）
・精神的暴力（心無い言動等により、相手の心を傷つ

けるもの）
・経済的暴力（生活費等を渡さない）
・性的暴力（嫌がっているのに性的行為を強要する）

「もしかしたら？」と思ったら、ぱぁとなーあなん（☎
24−8111）または女性のための生き方なんでも相談

（☎22−0361要予約）へご相談ください。

ささゆり通信　－第86号－

人権・男女参画課
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移動図書館車「ひまわり号」
巡回日 巡　回　場　所 時　間
  7日㈭ 上 中 分 館 前 14:30～15:00

長 生 公 民 館 前 15:30～16:00
13日㈬ 加 茂 谷 公 民 館 前 14:50～15:20
14日㈭ 新 野 公 民 館 前 14:00～14:30
　 見 能 林 公 民 館 前 15:30～16:00

15日㈮ 椿 公 民 館 前 14:00～14:30
　 椿 泊 漁 協 前 15:00～15:30

21日㈭ 山 口 分 館 前 14:00～14:30
大 潟 分 館 前 15:00～15:30
津 乃 峰 保 育 所 前 15:45～16:15

巡回日 巡　回　場　所 時　間
22日㈮ 老人ホーム福寿荘前 10:30～11:00

中央病院阿南荘前 13:30～14:00
琴 江 荘 前 14:00～14:30
桑野コミュニティセンター前 15:00～15:30

28日㈭ 橘 防 災 公 園 入 口 14:00～14:30
橘 団 地 前 15:00～15:30
福 井 公 民 館 前 16:00～16:30

２月の巡回日程

問い合わせは　那賀川図書館（☎42－3111）へ

※雨天の場合は日程を変更することがあります。

阿南市立図書館だより

那賀川図書館　☎ 42－3111ＦＡＸ 42－3299
☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　（毎週日曜日）　11:00～
◎ボランティアピアノ演奏
　（毎週土曜日）　10:00～〔約10分間〕
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　※２月はお休みです。

羽ノ浦図書館　☎ 44－2100ＦＡＸ 44－2099
☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　（毎週土曜日）　14：00～14:30

阿 南 図 書 館　☎ 23－2020ＦＡＸ 23－6814
☆おはなしひろば・ひまわり主催
　（毎週日曜日）　10:30～11:30
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０～３歳）のためのおはなし会
　（第１〜第４木曜日）　10:30～11:00
　※第４木曜日はお休みです。

阿南市在住の絵本作家・羽尻利門さんが、絵に込めた
遊び心や工夫、絵本作りの過程や編集者とのやりとり
などをお話します。
　
日時　２月24日㈰
　　　14:00～15:30
場所　那賀川図書館　視聴覚室

問い合わせは
阿南市読書推進協議会事務局

（阿南図書館内☎23−2020）へ

絵本作家  羽尻利門  講演会
「絵本づくりに込める思い」

２月
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

阿 南 図 書 館
9:00〜18:00

土日は17:00まで
☆ 休 ★ ☆ 休 休 ★ ☆ 休 ★ ☆ 休 休

那賀川図書館
10:00〜18:00 休 ◎ ☆ 休 ◎ ☆ 休 休 ◎ ☆ 休 ◎ ☆ 休 休

羽ノ浦図書館
10:00〜18:00 ☆ 蔵書点検による

特別休館日 ☆ 休 休 ☆ 休 ☆ 休 休

カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◎…ボランティアピアノ演奏

日時　３月３日㈰　10:30 ～ 11:30
場所　阿南図書館３階　視聴覚室
内容　外国語指導助手のギャリ―先生に

よる英語絵本の読み聞かせなど

英語で楽しくおはなしひろば

入場無料・申込不要

先着100人
入場無料・申込不要
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健康いきいき情報

お酒に関する相談・例会

２月  8日㈮　ひまわり会館
　　13日㈬　羽ノ浦地域交流センター
　　22日㈮　ひまわり会館
時間　18:30〜20:30
問 NPO法人徳島県断酒会事務局
　 （☎088－641－0737）へ

麻しん風しん混合予防接種は
済んでいますか

インフルエンザが流行する季節です。早め
に接種しましょう。次の年齢の方は無料で
接種することができます。

【第１期】
１歳の誕生日～２歳の誕生日前日まで

【第２期】
平成24年４月２日～平成25年４月１日生
の方は、平成31年３月31日まで

高齢者の肺炎球菌予防接種の
接種期限が近づいています

平成26年10月から定期接種になった高齢
者の肺炎球菌予防接種ですが、今年度対象
の方（対象の方へは平成30年４月に予診
票を送付済）は、平成31年３月31日まで
が助成制度を受けられる期限です。予診票
と接種費用（4,000円）をお持ちの上、必ず
予約をしてから医療機関で受けてください。

保健センターからのお知らせ

問 保健センター
　 （☎22－1590）へ

阿波踊り体操教室

日時　２月８日㈮　10:00～11:00
場所　健康づくりセンター２階
講師　阿波踊り体操愛好会
対象　運動制限のない方（年齢制限なし）
持参物　飲み物、タオル
※教室開始前に血圧測定、体組成測定を
　実施します。

風しん予防接種費用一部助成事業

風しんの感染拡大防止を促すことを目的と
し、予防接種費用一部助成事業を実施して
います。
対象者　風しんの抗体が陰性または低い方

で阿南市に住所を有する、①また
は②に該当する方

①妊娠を希望、または妊娠する可能性の高
い女性（妊婦を除く）
②昭和37年４月2日～平成２年４月１日ま
でに生まれた男性

助成期間　３月31日まで
助成回数　１回　　自己負担額　3,500円
接種場所　阿南市内の協力医療機関
※くわしくは市ホームページをご覧ください。
接種時に必要なもの　
・住所および年齢の確認ができるもの
　（例　健康保険証など）
・風しんの抗体が陰性または低い方である
ことが分かるもの（保健所または医療機
関が発行する証明書）
※徳島県が抗体検査を無料で行っています。
くわしくは阿南保健所へお問い合わせい
ただくか、県ホームページをご覧ください。

今年度最後の集団婦人がん検診

実施日　２月26日㈫
受付時間　9:00～10:00、13:00～14:30
場所　健康づくりセンター
内容　乳がん検診、骨粗しょう症検診
要予約　乳がん検診のみ保健センター（☎

22－1590）へご予約ください。
※順次予約が入っていますので、予約状況
は保健センターへお問い合わせください。

残り２カ月！３月末までに
子宮頸がん・乳がん検診を
無料で受けましょう !!

次の検診が診療時間内において３月末まで
無料で受診できます。

■子宮頸がん検診 （２年に１回）
場所　阿南共栄病院（要予約☎44－3131）
　　　木下産婦人科内科医院
　　　森本内科胃腸科
対象　20歳以上の女性の方
費用　無料

■HPV検査無料受診券の有効期限は３月
末まで

HPV検査は子宮頸がんの原因となるウイ
ルスに感染しているかを調べる検査です。
以下の対象者の方には昨年の６月末頃に無
料受診券を郵送しています。子宮頸がん検
診と同時に実施しますので、今年度子宮頸
がん検診をまだ受けていない方は受診の際
にご持参ください。
対象者生年月日
昭和62年４月２日～昭和63年４月１日生
昭和57年４月２日～昭和58年４月１日生
昭和52年４月２日～昭和53年４月１日生
無料受診券を紛失した方は、再発行できま
すのでお問い合わせください。
■乳がん検診（２年に１回）
場所　阿南共栄病院（要予約☎44－3131）
対象　40歳以上の女性の方
費用　無料

乳がん検診・子宮頸がん検診共通項目
★市外指定医療機関で子宮頸がん・乳がん
検診を受診できます。
★市外指定医療機関名は、保健センターへ
お問い合わせください。市外指定医療機
関へ受診する前に、保健センターへがん
検診の受診券を持参し、問診票を取りに
来てください。

持参物　問診票、がん検診等受診券（６月
末に郵送済み）、健康保険等被保
険者証

平成31年度　
ボランティア

「サポートママ」募集

健康づくりセンターで実施しているこども
の健診等で、お母さん方や職員をサポート
してくださる方を募集します。現在ご協力
いただいているボランティアさんからは
「赤ちゃんに会えて若返る！」「近所に小さ
い子がいないので楽しい！」とお声をいた
だいています。子どもが好きな方お待ちし
ています。
募集期間　２月１日㈮～28日㈭

子宮頸がん・乳がん検診の無
料クーポン券の有効期限は２
月末まで

対象者の方には昨年の６月末頃に無料クー
ポン券を郵送しています。受診の際にご持
参ください。クーポン券を紛失した方は、
再発行できますのでお問い合わせください。

今年度最後の
集団胃がん・肺がん検診

要予約　検診日２週間前までに総合健診セ
ンター（☎088－678－3557）へ
ご予約ください。

※受付は予約者が優先されます。

検診日程　2月27日㈬
受付時間 会場 検診内容

  8:00～11:00 健康づくり
センター

胃（バリウ
ム検査）・
肺・大腸が
ん検診

13:00～14:00
津乃峰総合
センター

（津乃峰分館）
肺・大腸が
ん検診

15:00～16:00 新野公民館
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２月 地域子育て支援センター

お子さんの健やかな成長を願い、無料で施
設を開放して育児支援を行っています。

  5日㈫　管理栄養士による食育講演会
「偏食について」
講師：とくしま食育推進研究会
　　　佐藤香代子さん

  6日㈬　双ごっこ
12日㈫　おはなしのポケット、身体計測
13日㈬　園庭開放
14日㈭　助産師による育児相談
19日㈫　お誕生会
26日㈫　ひなまつり会

にこにこひろば� ☎42−0720

今津こどもセンター� 平日  8:30〜12:00
� 14:00〜15:30

  5日㈫　おはなしだいすき
  6日㈬　管理栄養士による食育講演会

「食事のバランスについて」
講師：とくしま食育推進研究会
　　　佐藤香代子さん

12日㈫　うたって遊ぼう
14日㈭　おはなしたんぽぽさんによる読み

聞かせ
19日㈫　からだを使って遊ぼう
21日㈭　子育て講座
26日㈫　お誕生会

ふれあいひろば� ☎28−1725

橘こどもセンター　� 平日  9:00〜14:00

  5日㈫　助産師による食育講演会
　　　　「子どもの食事について」
　　　　 講師：仁木小弥香さん
12日㈫　おはなしのポケット
19日㈫　仁木助産師による子育て講座
26日㈫　お誕生会・ひなまつり会
※行事は10:30～始まります。

なかよしひろば� ☎21−2002

平島こどもセンター� 平日  9:00〜14:00

  1日㈮　わらべ歌遊び
  8日㈮　身体計測・発育相談

（10:00～11:00）
※母子手帳をご持参ください。

12日㈫　管理栄養士による食育講演会
「おやつについて」
講師：とくしま食育推進研究会
　　　佐藤香代子さん

19日㈫　おひなさまを作ろう
26日㈫　お誕生会・マジックショー

みんなのひろば� ☎44−5059

岩脇こどもセンター
平日 9:00〜14:00（お弁当タイム11:45〜）

  1日㈮　高齢者とのふれあい会♥
12日㈫　ミュージックケアー（乳児）♥
 　　　　発育計測
13日㈬　陽子先生と英語であそぼう
14日㈭　親子バレンタインパン作り♥
18日㈪　発育計測
19日㈫　ミュージックケアー（幼児）♥
20日㈬　お誕生会
21日㈭　おひなさま制作
22日㈮　おはなしコロリン
※行事によっては有料・申込み制となります
ので、くわしくはお問い合わせください。

問 那賀川子育て家庭支援センター
 　（☎0885－38－1163）へ

おひさまひろば 
平日9:00〜16:00（♥＝要予約）

●病児・病後児預かり研修会
阿南共栄病院の上田先生や助産師の小島先
生、病児保育専門士の坂東先生を講師とし
て病児・病後児預かりに関する研修会を行
います。
日時　２月14日㈭　  9:50～14:40
　　　　　27日㈬　10:00～15:10
場所　ひまわり会館　うめ
対象　ファミサポ講習会受講中・修了の方
申込締切日　２月12日㈫
※くわしくは、お問い合わせください。
●和菓子作り研修会　※要申込
季節の和菓子をわいわいがやがやと作りま
せんか。
日時　２月15日㈮　13:00～15:00
場所　ひまわり会館３階　グルメルーム
申込締切日　２月12日㈫
※材料実費必要　　
※託児はありません。
●あなんっこ集まれ！第2弾！
　たまごのおひなさま作り交流会
卵の殻で世界に一つのおひなさまを飾りま
せんか！親子で遊びに来てください！
日時　２月21日㈭　10:00～11:30
場所　ひまわり会館　すこやかルーム
※どなたでも参加できます。
問 阿南ファミリー・サポート・センター
　 （☎24－5550）へ

阿南ファミリー・サポート・センター

子育て相談や子どもと保護者間の交流の場
です。ぜひお越しください。
時間　9:30～11:30
日程　13日㈬　桑野公民館
　　　20日㈬　加茂谷公民館
　　　27日㈬　福井公民館
※ひまわり会館すこやかルームは
　１日㈮、５日㈫、12日㈫、15日㈮、
　22日㈮、26日㈫
問 こども課（☎22－1593）へ

つどいの広場・
すくすくin阿南

主に18歳未満の児童を対象に心身の発達
に関すること、家庭での教育問題、学校生
活での心配事、児童虐待に関することなど
の相談専用電話を開設しています。
直通電話　☎22－0765
受付日時　月～金曜日（祝日を除く）
　　　　　9:00～16:00　
問 こども相談室（☎22－1677）へ

家庭児童相談および
児童虐待相談について

初めて赤ちゃんを育てているお母さん集ま
れ～♪
日時　３月１日㈮、８日㈮、15日㈮、
　　　22日㈮　各回10:00～12:00
　　　（４回連続講座）　　　
場所　阿南保健所　母子ルーム　
対象　平成30年９月２日～12月31日生まれ
※講座初回時に生後２～５カ月のお子さん
（第１子）とお母さん

定員　12組（先着順）　
参加費　無料　※要申込
問 こども課
　 （☎22－1593・FAX23－4200）へ

親子の絆づくりプログラム
“赤ちゃんがきた！”（BPプログラム）

●おはなしひろば
ゆったりと家庭的な雰囲気の中お過ごしいた
だけます。ぜひ、親子で気軽にお越しください。
日時　２月16日㈯　14:00～15:00
場所　岩城クリニック３階　保育室
内容　絵本の読み聞かせのほか、手作りお

やつの提供もございます。
問 岩城クリニック病児病後児保育専用
　 （☎080－1998－7476）坂東

病児病後児保育だより

食事は生活の中心であり、また子どもの
身体を作る上で必要不可欠なものです。
子育てをするにあたって、食事が占める
割合はとても大きいことでしょう。
さて、よく耳にする「食育」という言葉。
食育とは、食べることを通じて生きてい
く力を育む、ということです。
食べることは生きていくこと。そして、
身体を作り、健康を維持するためにはど
のように食事をとるべきなのか。また普
段の食事がどういった意味合いをもち、
どのように食物が生産され、調理され、
食卓に並ぶのかといったことを教えてい
くのも食育の一環です。
日々の生活で、食事の準備中に、調理前
の野菜の形を見せてみる、どういった場
所で採れるのかを教えるだけでも立派な
食育になります。
そして、食物に対する感謝の心を育てる
こともできます。何げない会話が、食育
につながっているのです。家族の食事の
時間を、お子さんの教育に大いに活用し
てみませんか。� 学校教育課

子 育 て 一 言 メ モ
－子育てと食育－

て ひ ろば育子
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～人生100年時代を生きる～
定年後の「仕事」と「お金」勉強会
日時　２月18日㈪　13:30～15:00
場所　市民会館　会議室
対象　市内在住のおおむね60歳以上の方
内容　老後に必要な貯蓄をザックリ把握す

る方法、老後の予期せぬお金トップ
５位、実際にあった老後や相談のお
困りごと、豊かに暮らすための自分
年金の考え方、仕事、健康、お金、
家族のバランス感覚

講師　税理士法人　徳島／徳島相続相談プ
ラザ　１級ファイナンシャル・プラ
ンニング技能士　尾﨑　大さん

定員　20人（先着順）　　受講料　無料
申込期間　２月１日㈮～
　　　　　※土、日、祝日を除く
●会員募集中
毎月第１、３火曜日14:00～説明会を実施
しています。お気軽にお立ち寄りください。
問 阿南市シルバー人材センター
　 （☎23－2630）へ　※平日9:00～16:00

起業体験プログラム

「阿南で将来活躍する
起業家を目指そう!!」

「商売」ってなあに？「働く」ってどういうこと？

こどもたちが仮想会社を設立し、専門家の
指導により商品企画から事業計画・資金調
達・製造・販売・決算までの会社の経営を
体験していただきます。
日時　２月16日㈯　9:00～17:00
　　　２月17日㈰　9:00～16:00
　　　※昼１時間休憩有り
場所　ショッピングプラザ　アピカ
対象　阿南市内の小学校５、６年生で、２

日間参加可能な方
定員　20人　　申込締切日　２月５日㈫
問 阿南商工会議所　武田（☎22－2301）へ

阿南税務署から確定申告に
関するお知らせ 
確定申告書等作成コーナーで申告書を作成
できます
確定申告会場には、毎年多くの方が来場さ
れます。申告会場の混雑緩和のため、ご自
宅で申告書が作成できる国税庁ホームペー
ジ「確定申告書等作成コーナー」をぜひご
利用ください。　　　　　
国税庁ホームページ「確定申告書等作成コ
ーナー」では、画面の案内に従って該当項
目を入力することにより、所得税および復
興特別所得税、贈与税、消費税および地方
消費税の申告書や青色申告決算書などが作
成できます。
作成した申告書は、直接、電子申告するか、
A4サイズの普通紙に印刷して郵送等で税
務署に提出することができます。
国税庁ホームページアドレス　
http://www.nta.go.jp

社会保障・税番号（マイナンバー）制度の
導入について
税務署へご提出いただく平成30年分の所
得税等の確定申告書には、マイナンバー（個
人番号）の記載と、本人確認書類の提示ま
たは写しの添付が必要になります。
〈本人確認書類の例〉
例１　マイナンバーカード
例２　通知カード＋運転免許証、公的医療

保険の被保険者証など

問 阿南税務署（☎22－0414）へ
※自動音声によりご案内しておりますので、
相談内容に応じて該当の番号を選択して
ください。

▶所得税等の確定申告に関するご相談「0」
▶確定申告以外の国税に関するご相談「1」
▶阿南税務署からのお尋ねや納付に関する
ご相談「2」

▶消費税の軽減税率制度に関するご相談
「3」

市民の情報ひろば市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。

阿南商工会議所　特別講演会
「しなやかな“地域”の作り方
（あきらめない、まちづくりの方法）」

少子高齢化・人口減少・過疎化問題は日本
全体の問題で避けては通れない状況です。
阿南市においてもその問題はいずれ私たち
の生活に大きな影響を与えることは間違い
ないでしょう。
そんな中、全国各地はもとより、世界中の
まちづくりを現場で体感してきた藻谷浩介
氏を招いての特別講演会を開催します。
藻谷氏と共に阿南市が抱えている問題を考
察することによって、自分たちのまちや暮ら
しの未来を考えるきっかけにしませんか？入
場無料でどなたでも参加できます！
日時　２月13日㈬　18:00～20:00
場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
講師　㈱日本総合研究所　主席研究員
　　　藻谷浩介氏
※入場無料。２月８日㈮までに要申込。
問 阿南商工会議所（☎22－2301）へ

阿南工業・阿南光高校邦楽部・
富岡西高校箏曲部合同
第12回　邦楽発表会
邦楽の音色をお楽しみください。
日時　２月24日㈰　14:00～（開場13:30）
場所　富岡公民館２階
演奏曲　二つの三絃の為の八章「群」、

EMOTION－ときめき－、千本桜
など

入場料　無料
※クイズコーナーの正解者に、プレゼント
を用意しています。
問 富岡西高校箏曲部（☎22－0041）へ

フリースペース チャレンジ
とくしま芸術祭 2019 
徳島発アーティストの発見と支援を目的と
した芸術祭 です。絵画、彫刻、工芸など
の「展示部門」と、音楽、ダンス、芸能な
どの「パフォーマンス部門」があり、参加
者は公募。 県出身または在住者であれば、
年齢、経験不問、事前審査なし。審査で各
賞が決まるコンクールです。受賞者発表会
（３月23日、24日）も開催します。
会期　２月５日㈫～17日㈰　
▶展示部門　9:30～17:00
※17日㈰は16:30まで
▶パフォーマンス部門　２月９日㈯
9:45～16:40（予定）※入場無料
問 徳島県立近代美術館
　 （☎088－668－1088）へ

介護予防教室
①日時　２月４日㈪　13:30～15:00
　場所　富岡公民館
　申込締切日　２月１日㈮
②日時　２月14日㈭　13:30～15:00
　場所　宝田公民館
　申込締切日　２月７日㈭
③日時　２月18日㈪　13:30～15:00
　場所　中野島公民館
　申込締切日　２月12日㈫

〈共通事項〉
講師　三馬絹子さん
内容　管理栄養士さんのレシピ
参加費　500円
持参物　エプロン、三角巾
問 東部高齢者お世話センター
　 （☎22－4577）へ

④日時　２月18日㈪　13:30～14:30
　場所　橘公民館
⑤日時　２月25日㈪　13:30～14:30
　場所　桑野公民館

〈共通事項〉
講師　武田美輪さん
内容　介護予防のための口腔ケア
※申込不要、参加費無料
　どなたでも参加できます。
問 中部高齢者お世話センター
　 （☎23－3728）へ

ウルトラマラソン大会
給水所ボランティア募集
日時　４月28日㈰　5:00～19:00
場所　室戸市佐喜浜中学校～かもだ岬温泉
内容　各給水ポイントでランナーに飲食物

を手渡す、ランナー通過（出発）ご
とに、次の給水所チームへ連絡、分
岐点、三差路などコース案内係

申込方法　NPO法人阿南未来創造社ホー
ムページから、申込書をダウン
ロードして郵送、メールまたは
ファクスでお申し込みください。

申込締切日　１月31日㈭
※送迎不可。各現地集合でお願いします。
問 ウルトラマラソン大会事務局　助田
　 （☎080－5634－9260）へ

2018　展示部門
グランプリ

2018　パフォーマンス部門
グランプリ
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遺言・相続・成年後見制度
無料相談会
日時　２月９日㈯　9:00～12:00
場所　ひまわり会館
内容　遺言の書き方、エンディングノート

とはなにか、相続の手続き、成年後
見制度などに関する無料相談

問 コスモス徳島（徳島県行政書士会内）
（☎088－679－4440）
土・日曜日は（☎26－1157）へ

「活竹祭」ごみゼロ大作戦
ボランティアスタッフ募集！ 
阿南市の地場産業・農産物・その他特産品
を販売する「活竹祭」を開催するにあたり、
「ごみ分別ステーション」を設置し、ゴミ
の分別回収を呼び掛けるボランティアスタ
ッフを募集します。ご協力いただける方は、
お電話でお申し込みください。
日時　２月24日㈰� １部　  9:00～12:30
　　　　　　　　� ２部　12:30～16:00
場所　阿南市役所　ごみステーション
募集人数　20人（各部：10人）
問 阿南商工会議所　野村（☎22－2301）へ

健康とくしま“ウォーキング・ラリー”
参加者募集
日本古来から健康を支えてくれた“梅”の香
りから認知症予防にノルディック・ウォー
クで楽しくチャレンジ
日時　２月24日㈰　9:15～12:10
集合受付場所　たむらのタマゴ駐車場
　　　　　　　（長生町原田）
コース　集合場所～明谷梅林内散策（途中

ゲームを楽しみながら３～５㎞コ
ース）～出発地点

参加費　500円（中学生以下は無料）
※ポールの貸出は１組300円

問 とくしまノルディック・ウオーク協会
（☎090－3782－4325・FAX088－642
－5003）へ

古物営業者の皆さんへ
～古物営業法の改正について～
「古物営業法の一部を改正する法律（平成
30年法律第21号。以下「改正法」といい
ます）」が平成30年４月25日に公布され
ました。改正法は、２回に分けて施行され、
１回目の施行は平成30年10月24日、２回
目の施行は公布の日から起算して２年を超
えない範囲内において政令で定める日（以
下「２回目の施行日」といいます）から施
行されます。
１　１回目の施行（平成30年10月24日）
で改正された主な概要
①営業制限の見直し②簡易取消しの新
設③欠格事由の追加等

２　2回目の施行で改正される内容
　　許可単位の見直し
３　主たる営業所等の届出について
「『２回目の施行日』の前日」までに古
物営業の許可を取得した古物営業者の
皆さんが2回目の施行日以降において
も引き続き許可を受け続けるためには
「主たる営業所等の届出」をすること
が必要です。

※届出方法等くわしくは下記までご連絡く
ださい。
問 徳島県警察本部許可事務指導室
　 （☎088－622－3101）へ

市民の情報ひろばへの掲載について
掲載を希望される方は、原稿と画像データを秘書広報課に電子メールでお送りください。４月号の締め切りは２月28日㈭です。
メールアドレス　hisho@anan.i-tokushima.jp

ラクラク中国語講座
教室に行かなくでも、Skype を使って、
勉強ができます。中国語に興味がある方、
ぜひご参加ください。
日程　随時　　場所　各自宅になります。
対象　どなたでも
受講料　１カ月1,500円　　　
Skype名　live:90c224771579a218                                 
問 liu li（☎080－8106－7878）へ
e-mail:moon-sun1726@docomo.ne.jp 杜のホスピタル文化活動

場所　杜のホスピタル５階　杜のホール
※入場無料
●ハープコンサート
日時　２月２日㈯　14:00～
出演　青山　唯さん
●講演会　人形浄瑠璃
日時　２月９日㈯　14:00～
出演　阿波十郎兵衛屋敷
問 杜のホスピタルリハビリ課
　 （☎22－0218）へ

たのしいソフトテニス
日程　毎週土曜日　19:00～22:00
場所　羽ノ浦町総合体育館Ａコート
　　　（羽ノ浦中学校東隣）
会費　１回300円（照明代等）
競技レベル　おおむね中級
応募条件　年齢男女等制限ありません。
参加方法　直接体育館にお越しください。
問 羽ノ浦町体育協会テニス部ソフトテニ
ス支部　原（☎090－7140－0147）へ

日本将棋連盟
那賀川支部会員募集
ひまわり会館で将棋好きの仲間と楽しく将
棋を指しています。将棋を通して楽しく交
流ができればと思っています。 将棋が好
きな方やこれを機に始めてみたい方はお気
軽にお問い合わせください。
日時　毎週土曜日　12:00～17:00
場所　ひまわり会館２階
対象　青少年から高齢者の方まで性別、年

齢を問いません。
問 日本将棋連盟那賀川支部
　 （☎090－6888－5686）へ

阿南こども将棋教室
駒の動かし方・ルールが分からなくても講
師が分かりやすく指導します。論理的な思
考や礼儀作法が身に付きます。
日程　土曜日　10:00～12:00
※要問い合わせ
場所　ひまわり会館３階　和室
対象　４歳から高校生まで（子どもと一緒

に習ってみたい大人の方もお気軽に
お問い合わせください）

問 日本将棋連盟普及指導員　
　 （☎090－6888－5686）へ

男の子のための
ベビースキンケア教室
お母さんには分からない男の子のおちんち
んケア。 小さい頃からのケアで清潔を保
ち、トラブルが起こりにくくなります。 おう
ちですぐ始められるケアを学びましょう♪
日時　２月６日㈬　10:00～11:00
場所　那賀川社会福祉会館２階　和室
対象　０歳～３歳の男の子とママ
参加費　１回1,500円　※要予約
※おくるみタッチケア、ベビーマッサージ
教室も開催中♪日時など、くわしくはお
問い合わせください
問 ベビーマッサージ＆スキンケア教室
PLUS BABY　玉置
（☎090－2895－0224）へ

見能林寄席
（阿南高専
落語研究部 
卒業公演）
皆さんも落語を聞いて、笑って、ぽかぽか
陽気な春の気分になりませんか。
日時　３月２日㈯　13:30～（13:00開場）
場所　見能林公民館　和室
木戸銭（入場料）　無料
※駐車場の台数に限りがございますので、
お乗り合わせまたは公共交通機関をご利
用ください。

問 阿南高専落語研究部　顧問　奥本
　 （☎23－7108）へ

映画「波乗りオフィスへようこそ」
特別先行上映会
小さな町に奇跡を起こした日本一にぎやか
な過疎地の再生と感動の物語。
日時　２月17日㈰　13:30～（13:00開場）
場所　夢ホール（文化会館）
内容　映画上映（上映前に、監督と関口知宏

さんほか出演者の舞台あいさつを予定）
入場料　前売1,400円
　　　　当日一般1,800円
チケット販売　文化会館、情報文化センタ

ー、平惣全店
※チケットの詳細は、公式サイトをご覧ください。
　公式サイト：naminori-office.com
問 マジックアワー （☎03－5784－3120）へ
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新春の阿波路を駆ける「第65回記念徳島駅
伝」が、１月４日から６日まで開催され、16
郡市のランナーが45区間279.4キロメートル
で健脚を競いました。阿南市チームは、初日
から上位争いを演じ、３位の座をめぐり、板
野郡チームと激しいレースを繰り広げました
が、惜しくも昨年と同じ総合４位入賞となり
ました。中学生総合と女子総合では２位とな
ったほか、関連イベントとして実施された小
学生駅伝では１位となるなど、平成から新し
い時代に向けて期待が持てる結果となりまし
た。

選手の成長に期待
解団式で田中健一監督は、「ご支援・ご声援
ありがとうございました。若い選手の踏ん張
りで４位に留まった。来期は、選手それぞれ
が成長し、記録を伸ばしていきたい。今後も
阿南市チームを見守ってください」と決意を
語りました。

新しい時代につなぐ  総合４位入賞
第65回記念徳島駅伝

徳島駅伝結果
総合第４位	 15時間30分22秒

中学生総合第２位	 ２時間14分26秒

女子総合第２位	 １時間45分55秒

小学生駅伝第１位	 ９分51秒

優秀競技者賞
生田　琉海 選手　徳島科学技術高校２年

児島雄一郎 選手　羽ノ浦中学校２年

区間賞
  4区	 竹本　　迅 選手　羽ノ浦中学校３年　

  6区	 奥田　龍星 選手　加茂谷中学校３年 

  7区	 児島雄一郎 選手　羽ノ浦中学校２年

10区	 生田　琉海 選手　徳島科学技術高校２年

24区	 福良　郁美 選手　㈱大塚製薬工場

39区	 生田　琉海 選手　徳島科学技術高校２年

42区	 児島雄一郎 選手　羽ノ浦中学校２年

永年功労者表彰
古川　正三 さん　日開野町

江川　彰則 さん　横見町

特別表彰（三世代出場）
児島　武史、明子、雄一郎 さん　羽ノ浦町
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編集後記　平成最後となった徳島駅伝。阿南市チーム選手の懸命の走りに感
動しました。新しい時代になっても選手は阿波路に咲くひまわりのように輝
いてほしいです。（谷内）ふれあい会の取材時にいただいたお食事はとても
おいしかったです。ご飯は冷水で炊くと米が水を良く吸いふっくら炊き上が
ることなど、料理のコツも教えていただきました。（ロマイエ）

日 開催日　時 時間　所 場所　予 予約受付　問 問い合わせ先

２月の相談

弁護士による法律相談（要予約）�7日㈭、21日㈭
時 13:30～16:30　所 市役所１階　相談室
予 １カ月前から　問 市民生活課　☎22−1116
※内容により、お受けできない場合があります。

行政相談委員による行政相談	 12日㈫、26日㈫
時 9:30～11:30　所 市役所１階　相談室
問 市民生活課　☎22−1116

司法書士による法律相談（要予約）	 22日㈮
時 14:00～16:00　所 ひまわり会館１階
問 徳島県司法書士会　相談予約電話
　 ☎088−657−7191　※１人30分まで。

空き家・空土地有効活用相談会	 12日㈫
時 10:00～16:00　所 市役所２階　市民交流ロビー
問 徳島県宅地建物取引業協会阿南・海部支部　☎23−7408

または住宅・建築課　☎22－3431

消費生活相談（来所時は要電話）	 平日開館
時 9:30～16:30　所 社会福祉会館３階（阿南駅南隣）
問 消費生活センター　☎24−3251

人権相談	  20日㈬
時 13:30～16:00　所 ひまわり会館
問 人権・男女参画課　☎22−3094

子育て家庭教育電話相談（来所相談も可）
日 月曜日～金曜日（祝日除く）時 9：00～12：00
問 家庭教育支援チーム「育みクラブ」　☎42−3885

心配ごと相談	 ４日㈪、18日㈪、25日㈪
時 10:00～15:00　所 市民会館内社会福祉協議会
問 社会福祉協議会　☎23−7288

女性のための生き方なんでも相談	（要予約）
日 ５・12・19・26日　時 13:00～17:00
日 ８・22日　時 13:00～16:00
所 市民会館２階　相談室　予 随時
問 男女共同参画室相談予約電話　☎22－0361

年金相談（要予約）	今月の相談日はありません。
時 9:30～15:30　所 市商工業振興センター
予 １カ月前から電話による完全予約制
問 徳島南年金事務所　☎088−652−1511
※３月の相談日は７日㈭です。

中小企業の経営相談会（要予約）	 21日㈭
時 13:30～16:30　所 市役所２階　206会議室
予 前日までに徳島県よろず支援拠点へ
問 徳島県よろず支援拠点	 ☎088−676−4625

または商工観光労政課	 ☎22−3290

日 医療機関名 所在地 問い合わせは
3日 林 整 形 外 科 見能林町 ☎23−6060

10日 阿南市夜間休日診療所 宝 田 町 ☎28−6200
11日 阿南市夜間休日診療所 宝 田 町 ☎28−6200
17日 幸 田 耳 鼻 咽 喉 科 医 院 富 岡 町 ☎24−3387
24日 阿南市夜間休日診療所 宝 田 町 ☎28−6200

●必ず事前に当番医療機関に電話で確認してから受診してくだ
さい。当日変更する場合があります。

●夜間（毎日）の当番　18：00〜22：00（日曜祝日は17:00～）
当番医療機関の問い合わせは　阿南市消防本部　☎22−1120
音声案内　☎22−9999まで
または阿南市医師会ホームページをご覧ください。
※阿南市夜間休日診療所は健康づくりセンター内にあります。
●小児救急医療体制　24時間365日徳島赤十字病院が小児救急

患者を受け入れています。（事前の電話連絡は不要です。）

２月の夜間休日診療
軽症でも急いで治療の必要がある場合、次の医療機関で受診できます。
●休日昼間　9：00〜17：00

２月の平日延長窓口

●住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄・抄本、身分証明
書、所得証明書、所得課税証明書、市・県民税公課証明書、
軽自動車税納税証明書の交付（※時間延長時は、住民異動・印鑑

登録・申告等は行っていません。）� 市民生活課（☎22−1116）へ
●市税の納付および分納等の納税相談

　税務課納税係（☎22−1792）へ

６日㈬、20日㈬　17:15〜18:15

２月の市税
■固定資産税（１期、全期）、軽自動車税の口座振替をご希望
の方は、３月５日㈫までに金融機関へお申し込みください。
■２月の日曜納税相談窓口は下記のとおりです。ご注意く
ださい。

日曜相談窓口  17日㈰  8:30〜17:00（市役所税務課納税係）

市税の納付および分納等の納税相談を受け付けています。
東玄関からお越しください。
※課税内容についてのご相談は平日開庁時間内に対応しています。
問い合わせは　税務課納税係（☎22−1792）へ

防災行政無線の自動電話応答サービス ☎28−9000
防災行政無線からの放送内容を電話で確認することができます。

特設人権相談	 ６日㈬
時 13:30～16:00　所 新野公民館、羽ノ浦公民館
問 人権・男女参画課　☎22−3094

人口と世帯数

人口　	73,496	 人	（−65）
（男）	35,567	 人	（−40）
（女）	37,929	 人	（−25）
世帯数　30,902 世帯（−  4）

※平成30年12月末日現在
　 カッコ内は前月対比

公共下水道受益者負担金

納期限

問い合わせは
下水道課（☎22−1796）へ

分割納付の第３期
２月28日㈭

スポーツ施設２月の休館日
スポーツ総合センター（温水プール） 4・12・18・25日
那賀川スポーツセンター 6・13・20・27日
羽ノ浦総合国民体育館 4・12・18・25日
羽ノ浦健康スポーツランド 4・12・18・25日
県南部健康運動公園 5・12・19・26日
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月
分
し
ゃ
べ
っ
て
帰
る
の
よ
」
と
、

す
て
き
な
笑
顔
で
話
し
た
。

　

み
ん
な
の
好
き
な
こ
と
や
知
恵
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
い
う
形
で
役
に
立
つ
。
そ
し
て
お
い
し
い
昼

食
と
交
流
の
場
を
楽
し
み
に
、
羽
ノ
浦
町
の
各
地

か
ら
毎
月
来
て
く
れ
る
人
た
ち
が
い
る
。
こ
れ
が

う
れ
し
い
と
励
み
に
な
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
は
頑
張
っ
て
い
る
。
ふ
れ
あ
い
会
の
よ
う
な
、

「
楽
し
い
」
か
ら
始
ま
る
市
民
活
動
が
も
っ
と
広

が
り
ま
す
よ
う
に
。
そ
し
て
、
お
昼
を
一
人
で
食

べ
る
の
な
ら
、
ふ
れ
あ
い
会
で
一
緒
に
食
べ
ま
せ

ん
か
。
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